
 

 

 

 

 

学校教育推進課 
１人１台タブレット端末を活用した授業の推進、デジタル新聞の活用

促進、自他の生命（いのち）を大切にする教育の充実、「安心・安全」

に向けた地域との連携等 

学校管理課 
体力向上のための学校体育の充実、コミュニティ・スクール、

働き方改革、部活動等の在り方に関する指針、部活動の地域

移行等 
教育研修センター 
教職員研修の推進、ICT を活用できる環境の充実、オンライン

学習教材の活用、情報モラル教育の充実等 

総合教育支援センター 
不登校児童生徒への支援、心身の健康状態を可視化するツー

ルの活用、いじめ問題や虐待等の対応に向けた体制の整備等 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島地区「地域教育懇談会」を 10 月 23 日（水）午後

６時 30 分から大島地域公民館で開催しました。大島小学

校、郡山第五中学校、鉄道弘済会郡山保育所、エムポリア

ム並木保育園、つばさ保育園、あい・サポ文助保育園の保

護者や教職員、地域の皆様など、約 50 名の参加がありま

した。 

前半は、小野義明教育長のあいさつに続き、教育委員

会事務局職員が、本市の教育施策について説明しました。 

 後半は PTA 役員の皆様の司会のもと、学校・地域・教

育委員会による熱心なグループ協議が行われました。 

 

 

【郡山第五中学校 小山校長】 

 〇SNS との向き合い方について〈Ａ・Ｂグループ〉 

 〇地域における安全教育について〈Ｃ・Ｄグループ〉 

 〇学力向上、小中連携教育について〈Ｅ・Ｆグループ〉 

 

 

＜A・Ｂグループ＞ 
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後半のグループ協議では、地区内の小・中学校を代表して、郡山第五中学校長から現在の小中学校の現状、

小中連携を中心に話していただいた後、３つのグループに分かれ、様々な立場、視点からの活発な意見交換が

行われました。 

大島地区「地域教育懇談会」を開催しました 
 

 

 
 

地域の皆様から御意見をたくさんいただきました！ 

グループ協議では、貴重な御意見をたくさんいただくことができました。今回の地域教育懇談会が 
きっかけとなり、学校・家庭・地域の連携がますます図られますよう、今後も御協力をよろしくお 
願いいたします。 

 

＜Ｃ・Ｄグループ＞ 
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＜Ｅ・Ｆグループ＞ 
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コロナ禍を経て SNS でのつながりが広

範囲になり、問題が増えている。警察

との連携が必要である。 

２歳児で、すでにスマホに興味をもって

おり、夜遅くまで映像等を見ているため、

寝不足で朝やっと起きて登園している。 

ICT の良さを生かしながらも、家庭で

のルールづくりが大切。保護者への啓

発をどのように進めていくかが課題。 

スマホを持たせるときのルール（時間・

使い方）を決め、親も一緒にルールを

守ることが大切。 

SNS と上手に向き合うために情報モラ

ル教育をしっかり行いたい。 

子ども自身が SNS の危険性を認識でき

ていない。 

見守り隊として、登校時に子どもたち

と一緒に歩き、通学路の点検を行って

いる。 

下校時の不審者に不安を感じている。 

110 番の家等、地域ぐるみで防犯意識

を高めたい。 

道路は狭いのに通行量が多い。カーブ

ミラーの不備もあり、３、４年前から

市に要望している。 

下を向いて歩いている子どもが多くな

っている。あいさつの声も小さい。人

と人とのつながりが弱くなっている。 

集団登校で遅れて歩いている子どもや

引き返す子どもが心配である。 

散歩時の危険箇所は園内で情報共有し

ている。 

タブレット端末の授業支援アプリやオ

ンライン学習教材を効果的に活用して

いる。 

子どもを育む基本をしっかりと積み上

げていきたい。保育から教育に移行す

る中で、個別教育も重要である。 

オンライン学習教材の進度状況を親も

チェックできるとよい。 

タブレット端末を活用することによ

り、学び直しが容易になっている。 

中学生と小学生の交流の機会がほし

い。 

スマホが子守に使われることで、幼い

子もスマホ依存になっている。親の関

わりを増やす必要があるのではない

か。 

 


